
『
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
』

市
で
は
、小
さ
な「
わ
」が
大
き
な「
Ｗ
ａ
」に
広
が
る
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

「
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」と
は
、
行
政
だ
け
で
な
く
、
市
民
、
事
業
所
、
市
民
活
動
団
体
等
の
地

域
の
構
成
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
対
等
で
主
体
的
に
ま
ち
づ
く
り
を
担
っ
て
い
こ
う
と
い
う
考
え
方
で
す
。

み
な
さ
ん
も
お
互
い
に
で
き
る
こ
と
を
持
ち
寄
り
楽
し
み
な
が
ら
、
地
域
で
で
き
る
こ
と
を
は
じ
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

 

地
域
で
で
き
る
こ
と
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

なはしが
すすめる 

人材データバンク
地域の課題解決につな
げることを目的に、ボ
ランティア人材とボラ
ンティアを求める団体
について、情報のリス
ト化を行いながら、そ
れらを紹介することで
マッチングを図ります。

小学校区まちづくり協議会
小学校区内で活動する
自治会、PT（C）A及び
個人・企業・事業所等、
地域の全ての方々で構成
する団体が、地域の課題
解決を図っていくことを
目的として自主的に設立
された組織です。

なは市民協働大学・大学院
「なは市民協働大学」は協働
によるまちづくりを学び、実
践活動のきっかけを提供。
「なは市民協働大学院」は地
域課題の解決に向けた動き
をつくり出す、コーディネー
ター的視点を持った人材の
発掘育成。

なは市民活動支援センター
なは市民協働プラザ２階の
なは市民活動支援センター
では「地域を良くしたい」と
いう思いを持ち活動してい
る団体・個人を繋げる場と
して市民活動団体の交流カ
フェを毎月第４金曜日（12時
～15時）に開催しています。

那覇市協働大使
那覇市協働大使とは、地域
や様々な分野で、まちづく
りについて積極的な活動を
している方々に、これまで
の活動に対する敬意と、今
後の継続した活動への激励
として、那覇市長から委嘱
を受けた方々です。

自治会活動
地域をより快適で住みよ
くしていこうという共通
意識に基づき結成された
任意団体。主に、親睦事
業、環境美化活動、教育、
防犯・防災活動、福祉活
動などを行い、地域の輪
を広めています。

環境イベントでのマッチング事例

夏祭り（鳥堀町自治会）

運動会（城西小校区）なは市民協働大学成果発表会

市民活動交流カフェ（Fun日カフェ）

那覇市協働大使委嘱式

問 

ま
ち
づ
く
り
協
働
推
進
課 

☎
８
６
１・３
８
４
６

■令和２年度 予算案総括表（企業会計を含む）

会 計 別 令和元年度
当初予算

令和２年度
当初予算 増 減 額 令和２年度

対前年度増減率（％）
令和元年度

対前年度増減率（％）

一般会計 146,814,000 157,597,000 10,783,000 7.3 △0.5

特

別

会

計

病院事業債管理特別会計 349,001 329,009 △ 19,992 △ 5.7 △ 9.7
介護保険事業特別会計 27,168,227 28,175,554 1,007,327 3.7 3.6
国民健康保険事業特別会計 39,043,660 38,952,571 △ 91,089 △ 0.2 1.7
後期高齢者医療特別会計 3,397,091 3,567,200 170,109 5.0 0.5
母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計 178,293 159,619 △ 18,674 △ 10.5 39.4
土地区画整理事業特別会計 17,661 15,734 △ 1,927 △ 10.9 △ 22.0
市街地再開発事業特別会計 1,499,992 306,706 △ 1,193,286 △ 79.6 6.8

小　計 71,653,925 71,506,393 △ 147,532 △ 0.2 2.5
合計  （ 一 般 会 計 ・ 特 別 会 計 ） 218,467,925 229,103,393 10,635,468 4.9 0.4
企
業
会
計

水道事業 7,691,483 8,153,753 462,270 6.0 △ 5.0
下水道事業 6,008,765 5,570,843 △ 437,922 △ 7.3 △ 4.7

小　計 13,700,248 13,724,596 24,348 0.2 △ 4.9
総合計 232,168,173 242,827,989 10,659,816 4.6 0.1

令
和
２
年
度 

な
は
し
の
予
算

「
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」

 

っ
て
知
っ
て
る
？

公債費 11,533（7.3％）
教育費 14,451（9.2％）
消防費 3,276（2.1％）

土木費 12,490（7.9％）
商工費 2,421（1.5％）
農林水産業費
424（0.3％）

労働費
36（0.0％）

衛生費
9,941（6.3％）

民生費 
82,564（52.4％）

総務費  19,616（12.5％）

議会費 775（0.5％）

その他 70（0.0％）
その他
21,211（13.5％）

市債
16,760（10.6％）

県支出金
18,562（11.8％）

国庫支出金
42,467（26.9％）

地方交付税
8,565（5.4％）

市税
50,032（31.7％）

■令和２年度（2020年度)那覇市一般会計予算案(款別)

予算総額  
1,575億9,700万円

※単位:百万円、(   )内は構成比　　※単位未満を四捨五入

歳入歳出

■公債費：国や金融機関から借り入れた市債の返済金
■教育費：学校教育、社会教育など
■消防費：生命・財産を守るための救急・消防など
■土木費：道路・公園・市営住宅の整備や維持管理など
■商工費：商工業振興、観光振興など
■農林水産業費：農業・水産業振興など

■労働費：労働者の福祉向上や就労支援など
■衛生費：ごみ収集・処理や公衆衛生など
■民生費：児童福祉や社会福祉、生活保護など
■総務費：選挙や戸籍、徴税、庁舎の維持管理など
■議会費：議員の報酬や議会運営に関係する経費

用語解説

単位：千円

財
政
課
　
☎
８
６
２・９
９
３
８

那
覇
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
☎
０
９
８・８
６
２・３
２
７
８

市
役
所
職
員
を
か
た
っ
た
詐
欺

市
の
職
員
を
名
乗
る
男
性
か
ら
「
十
万
円
以
上

残
高
の
あ
る
通
帳
を
持
っ
て
今
日
中
に
手
続
き
を

す
れ
ば
、
口
座
に
還
付
金
が
振
り
込
ま
れ
る
」
と

い
う
電
話
が
あ
っ
た
の
で
、
通
帳
を
持
っ
て
Ａ
Ｔ

Ｍ
に
行
っ
た
。
指
示
さ
れ
た
番
号
に
電
話
し
、
預

金
残
高
を
聞
か
れ
そ
の
男
性
か
ら
暗
証
番
号
と
言

わ
れ
た
９
８
２
３
７
を
入
力
し
操
作
を
し
た
。

還
付
金
が
振
り
込
ま
れ
た
と
思
い
、
残
高
を
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
９
万
８
２
３
７
円
（
暗
証
番
号

の
数
字
）
が
他
人
の
口
座
に
振
り
込
ま
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。

※ 

Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
の
際
に
、
振
込
金
額
を「
暗
証

番
号
」「
受
付
番
号
」
と
言
っ
た
り
、
振
り
込
み

ボ
タ
ン
を
自
分
の
口
座
へ
の
振
り
込
み
だ
と
誤

診
さ
せ
た
り
し
て
、
自
分
の
口
座
へ
振
込
手
続

き
を
し
て
い
る
よ
う
に
言
葉
巧
み
に
錯
覚
さ
せ

る
の
が
手
口
で
す
。

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

☆ 

役
所
な
ど
の
公
的
機
関
や
金
融
機
関
な
ど
の
職

員
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
す
る
よ
う
に
連
絡
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

☆ 

相
手
の
名
前
や
連
絡
先
を
聞
き
、
一
度
電
話
を

切
り
自
分
で
調
べ
ま
し
ょ
う
。

☆ 

不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
時
は
、

家
族
や
周
囲
へ
相
談
す
る
か
、

警
察
や
那
覇
市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
電
話
し
ま
し
ょ
う
。

定
期
購
入
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
‼ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
で
「
初
回
完
全
無
料
、

〇
日
間
解
約
保
証
」
と
表
示
さ
れ
た
ダ
イ
エ
ッ
ト

サ
プ
リ
を
注
文
し
た
。
効
果
が
感
じ
ら
れ
な
い

の
で
解
約
を
申
し
出
た
が
「
４
ヶ
月
以
上
の
定
期

購
入
が
条
件
の
契
約
に
な
っ
て
い
る
の
で
出
来

な
い
」
と
言
わ
れ
た
。「
〇
日
間
解
約
保
証
で
は

な
い
か
」
と
い
う
と
「
そ
の
場
合
は
通
常
価
格
で

１
万
２
千
円
の
支
払
い
が
必
要
」
と
の
回
答
。

そ
の
よ
う
な
内
容
は
見
て
な
い
と
反
論
し
、
再

確
認
す
る
と
ペ
ー
ジ
の
下
の
方
に
表
示
さ
れ
て
は

い
た
が
見
て
い
な
か
っ
た
。（
50
代　

女
性
）

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

☆ 

商
品
を
注
文
す
る
際
は
目
立
つ
よ
う
に
表
示

さ
れ
て
い
る
「
初
回
５
０
０
円
」「
初
回
完
全
無

料
」「
初
回
実
質
０
円（
送
料
の
み
）」
と
い
っ
た

価
格
だ
け
で
な
く
、
定
期
購
入
が
条
件
と
な
っ

て
い
な
い
か
、
定
期
購
入
の
場
合
の
継
続
期
間

や
支
払
う
こ
と
に
な
る
総
額
等
、
契
約
内
容
を

よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

☆ 

継
続
期
間
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
場
合
で
も
、

契
約
に
当
た
っ
て
「
次
回
発
送
日
の
〇
日
前
ま

で
に
申
し
出
が
必
要
」
の
よ
う
に
申
請
期
間
に

制
限
が
あ
る
、
通
常
価
格
を
支
払
う
必
要
が

あ
る
等
、
条
件
が
定
め
ら
れ

て
い
る
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
ま

す
。
解
約
・
返
品
の
可
否
や

条
件
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

近
年
、
悪
質
商
法
や
振
り
込
め
詐
欺
、
商
品
事
故
、
食
品
偽
装
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
消
費
者
問
題
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

「
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」
は
、
そ
れ
ら
の
不
安
や
苦
情
、
被
害
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
に
対
し
、
内
容

に
応
じ
て
問
題
解
決
の
た
め
の
助
言
や
情
報
提
供
、
あ
っ
せ
ん
な
ど
を
行
い
ま
す
。

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
や
業
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
多
重
債
務
な
ど
消
費
生
活
に
関
し
て
困
っ

た
と
き
に
は
、
す
ぐ
に「
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

最
近
あ
っ
た
事
例
②

最
近
あ
っ
た
事
例
①

令
和
２
年
度
の
那
覇
市
の
一
般
会
計
の
予
算

は
、
前
年
度
比
１
０
７
億
８
３
０
０
万
円（
７
・

３
％
）
増
の
１
５
７
５
億
９
７
０
０
万
円
と
な
っ

て
お
り
、
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
上
下
水
道

事
業
の
企
業
会
計
を
あ
わ
せ
た
総
括
予
算
は

２
４
２
８
億
２
７
９
８
万
９
千
円
で
前
年
度
比

１
０
６
億
５
９
８
１
万
６
千
円（
４・６
％
）の
増

加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
に
つ
い
て
は
、
法
人
市
民
税
で
減
と
な
る

も
の
の
、
固
定
資
産
税
や
市
た
ば
こ
税
で
増
収
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
政
策
分
野
の

事
業
や
扶
助
費
の
増
等
に
よ
る
国
庫
支
出
金
が

約
10
億
８
千
万
円（
２・
６
％
）、
県
支
出
金
が
約

13
億
２
千
万
円（
７・７
％
）等
の
増
も
見
込
ま
れ

ま
す
。

歳
出
に
つ
い
て
は
、
衛
生
費
で
那
覇
市
立
病
院

の
建
替
え
に
伴
う
病
院
事
業
債
貸
付
金
の
増
に
よ

り
約
12
億
9
千
万
円（
14
・
９
％
）
の
増
加
、
民

生
費
で
生
活
保
護
費
や
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等

給
付
費
等
の
増
に
よ
り
約
34
億
8
千
万
円（
４
・

４
％
）
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
新
た
な
事

業
と
し
て
、
沖
縄
の
食
の
魅
力
発
信
拠
点
整
備
事

業
、
那
覇
市
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
、
人

材
育
成
セ
ン
タ
ー
ま
ー
い
ま
ー
い
Ｎ
ａ
ｈ
ａ
管
理

運
営
事
業
、
那
覇
市
ス
タ
デ
ィ
ク
ー
ポ
ン
モ
デ
ル

事
業
、
中
学
校
部
活
動
指
導
員
配
置
事
業
な
ど
の

事
業
費
を
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
起
因
す
る
本
市
経
済
へ
の
影
響
も
懸
念
さ

れ
、
市
税
収
入
の
伸
び
に
つ
い
て
は
、
厳
し
い
見

通
し
と
な
る
状
況
で
あ
り
、
更
に
緊
急
的
、
か
つ

大
規
模
な
経
済
対
策
が
必
要
と
な
る
事
態
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

５
月
は
消
費
者
月
間
で
す
！ 

「
豊
か
な
未
来
へ 

〜『
も
っ
た
い
な
い
』か
ら
始
め
よ
う
！
〜
」

お
知
ら
せ 

小
禄
支
所
仮
支
所
へ
の
移
転

小
禄
支
所
は
老
朽
化
の
た
め
建
替
え
と
な
り
、
仮

支
所
へ
移
転
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
現
小
禄
支
所

で
の
業
務
は
７
月
31
日（
金
）ま
で
と
な
り
ま
す
。

【
仮
支
所
移
転
先
】
イ
オ
ン
那
覇
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー　
１
階（
現
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
）

【
仮
支
所
開
庁
日
】８
月
11
日（
火
）

※ 

８
月
３
日（
月
）か
ら
７
日（
金
）は
、
移
転
準

備
の
た
め
、閉
所
し
ま
す
。
そ
の
間
は
、本
庁
・

真
和
志
支
所・首
里
支
所
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問  

ハ
イ
サ
イ
市
民
課（
小
禄
支
所
）☎
８
５
７・０
０
８
６

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
一
時
停
止
し
ま
す

コ
ン
ビ
ニ
交
付
で
取
得
で
き
る
所
得・課
税
証
明
書
を

新
し
い
年
度
の
も
の
へ
と
切
り
替
え
る
作
業
お
よ
び
、

シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
サ
ー
ビ
ス
を
停
止
し

ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問  

市
民
税
課（
所
得
・
課
税
・
資
産
証
明
書
） 

☎
８
６
２・９
９
０
３ 

  

ハ
イ
サ
イ
市
民
課（
そ
の
他
証
明
書
） 

☎
８
６
２・３
２
７
４

台
風
時
の
ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て

台
風
時
に
ご
み
を
出
す
と
危
険
で
す
。
次
回
の
収

集
日
に
ご
み
を
出
す
よ
う
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

問  

ク
リ
ー
ン
推
進
課
☎
８
８
９・３
５
６
７

は
り
・
き
ゅ
う
・
あ
ん
摩
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
施
術

利
用
券
の
交
付（
国
民
健
康
保
険
加
入
者
対
象
）

【
交
付
期
間
】
５
月
11
日（
月
）
〜
予
算
に
達
し
次

第
終
了

【
交
付
枚
数
】１
回
８
０
０
円（
お
一
人
様
７
枚
）

【
申
請
書
類
】
市
国
民
健
康
保
険
証
・
国
保
世
帯

主
の
印
鑑
・
医
療
機
関
の
診
察
券（
外
科
、
整

形
外
科
な
ど
）

【
条
件
】
①
令
和
元
年
度
ま
で
の
国
保
税
を
完
納

し
て
い
る　
②
令
和
元
年
度
中
に
特
定
健
診
を

受
診
し
て
い
る
ま
た
は
令
和
２
年
度
に
受
診
す

る
こ
と
な
ど
、
そ
の
他
要
件
が
あ
り
ま
す
。
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

申
請
時
に
詳
し
い
症
状
の
聞
き
取
り
を
行
う
場

合
が
あ
り
ま
す
。
代
理
人
の
申
請
で
症
状
の
聞

き
取
り
が
困
難
な
場
合
は
、
申
請
を
お
断
り
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※ 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
対
象
者
は
対
象
外
に
な

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
注
意
点
】・
紛
失
し
た
場
合
は
再
発
行
不
可 

・
交
付
を
受
け
た
本
人
の
み
使
用
可
能 

・ 

施
術
時
に
、
市
国
民
健
康
保
険
の
資
格
が
あ

る
こ
と

 
・
一
人
１
回
の
施
術
に
つ
き
１
枚
ま
で

問  
国
民
健
康
保
険
課
☎
８
６
２・４
２
６
２

識
名
霊
園
那
覇
市
民
共
同
墓
は

随
時
申
込
受
付
中

【
使
用
資
格
】次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人 

①
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
人（
外
国
人
住
民
は

永
住
者
ま
た
は
特
別
永
住
者
）　

②
祭
祀
を
主

宰
す
る
人　
③
焼
骨（
分
骨
は
除
く
）
を
所
持

し
て
い
る
人　
④
使
用
許
可
を
受
け
た
日
か
ら

１
年
以
内
に
焼
骨
を
埋
蔵
で
き
る
人　
※
③
④

は
、
生
前
予
約
を
除
く

【
受
付
場
所
】環
境
保
全
課（
本
庁
舎
７
階
）

【
受
付
時
間
】平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分 

（
12
時
〜
13
時
は
除
く
）

※ 

識
名
霊
園
内
の
南
納
骨
堂
は
老
朽
化
の
た
め
、

令
和
３
年
５
月
に
閉
鎖
し
ま
す
。
利
用
者
は
、

お
早
め
に
那
覇
市
民
共
同
墓
ま
た
は
お
寺
な
ど

へ
の
改
葬（
焼
骨
の
移
動
）を
お
願
い
し
ま
す
。

申 

問 

環
境
保
全
課
☎
９
５
１・３
２
２
９

那
覇
市
屋
外
広
告
物
条
例
お
よ
び

同
施
行
規
則
の
一
部
改
正

良
好
な
景
観
の
形
成
、
風
致
の
維
持
ま
た
は
公
衆

に
対
す
る
危
害
を
防
止
す
る
た
め
の
ル
ー
ル
で
あ

る「
那
覇
市
屋
外
広
告
物
条
例
」お
よ
び「
那
覇
市

屋
外
広
告
物
条
例
施
行
規
則
」
の
一
部
改
正
案
が

去
る
２
月
定
例
会
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

禁
止
地
域
お
よ
び
禁
止
物
件
へ
の
広
告
の
表
示
が

可
能
に
な
る
条
件
の
追
加
や
、
す
べ
て
の
屋
外
広

告
物
の
点
検
の
義
務
化
が
主
な
改
正
内
容
で
す
。

当
該
改
正
は
令
和
２
年
７
月
１
日
よ
り
施
行
さ
れ

ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

改
正
内
容
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す

の
で
、「
那
覇
市　
屋
外
広
告
物
」

で
検
索
し
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問 

都
市
計
画
課
☎
９
５
１・３
２
４
６

台風発生

質問
① 朝８時30分に路線バスは運行していますか？

はい

はい

※ごみ収集中に路線バスの運行が停止した場合、その時点から収集を中止します。
　ご了承ください。

質問
② 正午（12時）までに路線バスは運行開始していますか？

通常通りごみ収集を行います 路線バスが運行するまで
ごみ収集は行いません

路線バスの運行開始後に
ごみ収集を行います 次の収集日に出してください

いいえ

いいえ

区分 使用期間 使用料金 募集数

合
葬
式
墓
地

合
葬
室

直接合葬 永　年 30,000円/壺
15,926壺

生前予約 永　年 30,000円

合
葬
用
納
骨
室

１ 体 用
12年 82,000円

1,678室
32年 169,000円

２ 体 用
12年 164,000円

689室
32年 338,000円

特 殊 壇
12年 238,000円～

31室
32年 586,000円～

短
期
収
蔵
納
骨
室

１ 体 用 ５年 25,000円 620室

２ 体 用 ５年 50,000円 374室

特 殊 壇 ５年 100,000円 32室

参拝室 １時間 500円

INFORMATION

講座・催し物などで特に記載のないも
のは誰でも参加可（申込み不要）です。

日 内 費 期 対 申 場 定 問日時日 内 費 期 対 申 場 定 問内容日 内 費 期 対 申 場 定 問費用

日 内 費 期 対 申 場 定 問期間日 内 費 期 対 申 場 定 問対象日 内 費 期 対 申 場 定 問申込み

日 内 費 期 対 申 場 定 問場所日 内 費 期 対 申 場 定 問定員日 内 費 期 対 申 場 定 問 問い合わせ

停
止
日
時

停
止
対
象
の
証
明
書

５
月
２
日（
土
）

 　
　

〜
６
日（
水
）

６
時
30
分
〜
23
時

住
民
票
の
写
し
、
戸
籍
の
附
票
の

写
し
、印
鑑
登
録
証
、戸
籍
謄
抄
本
、

住
民
票
記
載
事
項
証
明
書
、
所
得
・

課
税
証
明
書
、資
産
証
明
書

５
月
19
日（
火
）

６
時
30
分
〜
23
時

所
得
・
課
税
証
明
書
、

資
産
証
明
書

６
月
１
日（
月
）

６
時
30
分
〜
正
午

7 2020年（令和２年）５月


